
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

多喜陽サラミ　

サラマンダー
エグザイル

UGNエージェントA

27

渇望

資産家

破壊

汚れ仕事

UGNエージェント

女

33

腐れ縁

4
1
1
2

1
0
0
0

0
0
0
0

5
1
1
2

31
3
3
8
16

5 1
1 5

UGN 3

燃やし喰らう貪欲
金雷公

白兵
　　

11r+5
0

13 d10+20(形状変化込み)

0 0

亜純血
駒井十次

Gerwin=Agthe　ゲルヴィー＝アグーテ
好意
尊敬

偏愛
恐怖

金雷公(高速振動ブレード)

14 1

ワーディング

リザレクト

苛烈なる火

異形の転身

貪欲なる拳

過剰反応

炎神の怒り

コンセントレイト:サラマンダー

クロスバースト

結合粉砕

温度調節

★

0

3

1

3

3

3

2

3

1

1

-

1d10

3

5

3

3

3

2

4

4

オート

気絶時

セットアップ

イニシアチブ

メジャー

メジャー

メジャー/リアクション

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

武器

武器

-

-

-

-

シーン

自身

自身

自身

-

単体

-

-

-

-

自動

自動

自動

自動

対決

対決

-

-

対決

対決

-

↓100

-

-

-

-

-

-

80

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

ラウンド中、攻撃力+lv*3 HP5点消費

他エフェクト組み合わせ不可。戦闘移動、1シナリオ中lv回

+LV+1　ダイス

攻撃力+v*3 攻撃判定Dを-2個 HP最大値で使用不可

判定ダイス+[lv+1]D HP3点消費

C値ーLV[下限値7]

+lv*4　ダメージ　ダイス-２

LVD　貫通

【PC設定:簡易】
「私の両親はなんといいますか……意識が高い？
資産家で、私たちに正しくあれと、正しくなければ生きる価値はないと、そういう風に教育していたんですよ。私もそんな風に育ったわけですが......」
「オーヴァードに覚醒した当初は世直し紛いのことをしていまして、今思えば思い上がりも甚だしいものですが。そのお陰でUGNに捕まって、そこで実験の被検
体になりました。お陰様で左腕は痛いし痒いし、ココアを飲めば少しはマシになるんですが」
「今までは日本支部で事務作業をしていましたが、つい最近ほっとけない人ができたのでその方の治めている支部に移籍しました。最近じゃ戦闘技術も何とか思
い出してきたし、金雷公との相性もぴったりなもので仕事が楽しいですよ。まあ、戦闘はなるべく避けたいんですけどね、痛いの嫌い......」

【PC設定:詳細】
　UGNエージェントの女性で、サラマンダーとエグザイルのシンドロームを持つ亜純血クロスブリード。
　元々はサラマンダーのピュアブリードで熱使いであったが、過去に行われた生体実験の影響から不完全な形でエグザイルのシンドロームの特色を埋め込まれ、
実験の後遺症の影響で左手に血が循環しなくなり体温がなくなったことで左手は熱ではなく、冷気操る事ができるようになる。
　レネゲイドウイルス研究の被検体であった時期は兵卒として活動していたが、現在は前述の後遺症の為、同胞たちの気遣いから事務作業に勤しんでいる。
　温厚な性格で、他者に対して気遣いを忘れない(PLは忘れる)。ただ、自暴自棄になっていた時期の名残で無意識に語気を強めたり、毒を吐くこともしばしばあ
る。
　スーツと表情のない顔のせいで所見の相手からは大抵怖い人だと思われるのが最近の悩みで、何とか距離を詰めようと思案するのが日常。

　駒井十次　元々同じ支部で働いていた同業者にして、似た者同士。語らううちに惹かれるようになっていったが、駒井が現在別件で立て込んでいるせいで逢え
ず仕舞いでいる。
　
　春日恭二　何度か相対しているFHエージェント。敵対関係ではあるが、その不屈の精神に対しては脅威としつつも大いに尊敬している。　
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